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   開     議 

 

 

○渋谷佐輔議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、泡渕栄人地方創生戦略監から、本日の

会議を欠席させてほしい旨の届け出がありまし

たのでご報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 五十嵐智洋議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 順位６番、議席番号12番、五十

嵐智洋議員。 

  （12番五十嵐智洋議員登壇） 

○１２番 五十嵐智洋議員 おはようございます。 

 ２年間、副議長として活動させていただきま

した。強く感じたのは、議会の上に立つ者が厳

しい地方自治体の現状を直視し、無駄を省き、

市民のために毅然として議会改革、行政改革に

邁進すべきというものであります。 

 ４月中旬、１泊２日で仙台市において東北市

議会議長会が開催され、正副議長、議会事務局

長が参加、午後の総会は一流ホテルの会議室で

催され、演壇に立つ者は・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

が予定どおり進行し、夕方は宴会場で大懇親会、

お品書きつきの豪華な料理に宮城県内の地酒が

並び、ステージでは伊達武将隊のショーが繰り

広げられ、・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・テーブルにつきます。開催県の食材や日本

酒などをＰＲするのはまだしも、経費のかかる

ショー・・・・・・・・・・・・・・・・・税

金で支出するのは市民感覚からかけ離れ、東北

は一つなどと会議資料にうたいながら、いまだ

仮設住宅で暮らす大震災被害者の方や市民オン

ブズマンが見たら・・・・・・・・・・・・・

宴会が進行します。運転業務の事務局職員も含

めた４名の費用は全て長井市議会の議会費から

支出され、人件費、費用弁償まで含めれば、こ

の会議出席に・・・・・・予算、すなわち長井

市民の税金が費やされたことになります。 

 資料を見ると、他の県では不参加の市も何市

かあり、市民目線で考えれば、・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・と痛感した次第であります。 

 各種団体の会合や総会などに来賓として招か

れ、挨拶の機会もいただきました。事務局職員

から挨拶文はどうしますか、代筆しますかとの

ことでしたが、私は全て自分の言葉で話すから

結構とお断りしました。例えば中学校の卒業式

で祝辞を述べる議員が市職員の書いた文章をた

だ読むのでは、生徒や保護者に熱意や誠意は伝

わらず、あと３年もすれば有権者となる卒業生

に政治家は尊敬の対象ではないとの印象を与え

ます。 

 議会事務局は多忙で、議員の挨拶を代筆する

ことは・・・・・・・・・・・・。議会はこれ

までの・・を見直し、市職員が効率よく仕事が

できるよう考えるのも重要な務めであります。


